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わ
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黄
金
に
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づ
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年
も
変
わ
る
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迎
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。

　

し
か
し
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本
列
島
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震
や
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ラ
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雨
や
台
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な
ど
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る
甚
大
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被
害
が
、い
た
る
所
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こ
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自
然
の
力
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９
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害
時
の
対
応
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い
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の
質
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が
あ
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岡
町
も
、い
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災
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か
わ
か
り
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せ
ん
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と
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。

　

議
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皆
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ぐ
も
の
と
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、編
集

に
努
め
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い
る
と
こ
ろ
で
す
。読

ん
で
い
た
だ
き
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様
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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　漆原小字諏訪の地に鎮座して地元住民の
尊崇を受けている鎮守の社・漆原神社は、
明治４３年４月稲荷神社（茶の木と瀬来）、
諏訪神社（西原と新田）、白髭神社（根古屋）、
北野神社（天神廻り）、大山祇神社（大町）、
神明宮（上野原）の八社が現在地に合祀され、
村社漆原神社となって今日に至り、平成２２
年４月には合祀１００周年記念の春季祭典
が行われました。これらの八社は亀山天皇
（第９０代天皇１２６０～１２７４）の頃に
祭られた神々で、領主（桃井義胤か）の崇
敬が厚く、祭典の節には幣帛料を供進した
といい、村民は漆の木を植え、漆を採取し
て領主に差し上げたので、漆原の村名をも
らったとも言われています。その後、漆原

十二紀の氏神となり同族の崇敬を集め、さ
らには小字の鎮守神として字民から尊敬を
受けてきたが、明治政府の神社合祀令によ
り漆原神社となったものであります。
　また神社境内にある「漆原保育園創設記
念之碑」は、昭和３０年３月開園当初、漆
原保育園が漆原神社の社務所を園舎として
間借りし、３０名前後の園児たちの保育を
行っていたことの証であります。
　昭和５５年度からは、社会福祉法人吉岡
会第四保育園として再出発。平成２７年
１１月、境内地北隣に定員２００名の立派
な２階建て園舎に建て替えられ、今日に
至っています。
　　　　　　　　　　参考文献：吉岡村誌

ちんざ

そんすう ちんじゅ やしろ

しらひげ

しんめいぐう ごうし

すう

けい

あざのたみ

きょうしん

こ
が
ね

へいはくりょう

もものいよしたね

まわ おおやまづみ

新潟方面

東京方面

八木原駅 至渋川

至上毛大橋

リバートピア
吉岡

緑
地
運
動
公
園

第三保育園

群馬総社駅

駒寄小学校

長松寺

関
越
自
動
車
道

上
越
線

第四保育園●
漆原神社●

駒寄

緑地運動公園入口

向かって左が本殿　右が社務所

漆原保育園創設記念の碑 現在の第四保育園


